
viscount

Prlesギge 50

Guida Rapida― IT

Quick Guide―EN
Kurzanleitung口 DE

Verkorte handleiding口 NL

Guide Rapide T FR

冨  軍国霞  田

留圏圏圏圏

始 。EU‐ 1,2



バイカウントクラシックオルガン について

現代のクラシックオルガンは、コンピュータで制御しております。

電源を入れてから、初期設定が完了するまでに、機種によって違いますが、約10秒かかります。

「カチッ」という音がするまでは、メモリーボタンや、ストップ等には触れないで下さい。

誤動作を起こすことがあります。

↓

もし、誤動作が発生したときは、一度、電源を切り、再度、電源を入れなおしてください。(再起動)     
‐

↓

再起動しても、不具合があるときは、リセット(ファクトリーセッテング)をかけてください。

工場出荷時と同じ状態に戻ります。ファクトリーセッテングをかけると、メモリー内容も消えて

しまいますので、必ず別途筆記をお願いします。

↓

リセット方法     
｀

コントロールセンター(引き出し)の、カーソル上Aと、下▼を押さえた状態で電源を入れます。

リセットが終了するまでに約10秒かかります。必ず、「カチッ」いう音を確認してから、ご使用ください。

その他、取扱説明書に大事なことが書いてありますので、参照してください。

自動演奏装置付 オルガンの フロッピーディスクについて

フロッピーディスクは薄い磁気シートです。高温、多湿、磁気、ホコリ等は避けて保管してください。

録音、再生中に電源を切つたり、イジェクトボタンを押すと、データが消滅することがあります。

必ず、ストップボタンを押してから、次の動作に入つてください。

フロッピーデスクのデータは、パソコンや、別のフロッピーヘの保存をお願いいだします。
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1.重要な注意点

1.1楽器のケア

・オルがン本体やコン脚―Jレ部(ノフ
・
、ストップ、ホ

・
タン等)に無理な力を加えないで下さい。

'ラプオ、テレヒ
・
、コンピューター、ヒ

・
テ
・
オ等 強いノイス

・
を出す機器の近くに、オJレがンを設置しないで

下さい。
・熱源の近く、湿気の多い場所、ほこりっぱい場所、また磁気の強い所にオJレがンを設置し

ないで下さい。

・楽器を直射日光にさらさないで下さい。

・案器内部に異物を入れたり、液体をこばしたりしないで下さい。

・掃除をする場合は、柔らかいフ
・
ラシか、エアを使用して下さい。洗剤、溶剤、アルコールは決

して使わないで下さい。

・スピーカーヘの接続にはシールドケーフ
・
Jレを使用して下さい。 ケーフ

・
Jレをはずすときは、必ずコネクター

部分を持つて下さい。またケーフ
・
,レを巻くときは、結んだり、ねじつたりしないで下さい。

・スピーカーヘの接続を確認してから、スイッチをONにして下さい。雑音や危険なヒ
°―ク信号を

避けることが出来ます。

・長期間オJレがンを使用しない場合は、電源ツケットからプラク
・
を抜いて下さい。

1.2フロッピー・テ
・
ィスクの,注意点

・品質の良いフロッピー・テ
・
ィスクをご使用下さい。

・フロッピ…ディスク・卜
・
ライフ

・
のLEDが点灯中はフロッピーテ

・
ィスクを取り出さないで下さい。

ヘットをいため、磁気予
・―夕を破壊する恐れがあります。

・MS―DO Sス タンダート
・
にフォ

ーマットした3. 5″フロッピー・テ
・
ィスク(7 2 0 K bま た は 1. 4 4 M b )をご使 用

下さい。

・フロッヒ
°一予

・
ィスクを熱源、磁気を発するもの(コンピューター、ヒ子

・
ォ、スピーカー等)の近くや、

湿気のある場所、ほこりつぱい場所に保管しないで下さい。    ｀

・壊れたフロッヒと,テ・ィスクを使用して、フロッピー・テ
・
ィスク・卜

・
ライフ

・
が損傷を受けた場合は、

「 メーカーは責任を負いません。

警告!電 源スイッチをオンにすると、オルがンがリセットを開始します。(メモリーが順に点灯)
約10秒後にカチッというリレー音が聞こえて、オJレがンが使用できる状態になります。
必ず、リレー音の後で、使用して下さい。(オルがンがスタンハ

・
イ状態になる前に操作

すると、不具合を起こすおそれがあります。)

２



2.コントロールと堪i者売

2.1サイト
・
ハ
°
ネル

左ハ
°
ネル

右ハ
°
和レ

1.足鍵盤のドローノチ ここには足鍵盤のホ
・
イスとカプラーがあります。

2口Man.Iの 卜柏
―ノフl Man.Iの ホ

・
イスをコントロ

ーJレしま す 。

ここにはカプラーもあります。

o B1/□:Man.Hのホ
・
イスをMan.Iで演奏できます。

o[II1/1E:Man.IIIのホ
・
イスをMan.Hで演奏できます。

o臣 /1B:Man.Iのホ
・
イスをMan.Hで演奏できます。

3.電源スイガ :オルがン全体の電源をオン・オフします。

4.[EXT.SPqスイツチ 外部スピーカーに使う[EXT+12VDC]の

オン・オフができます

5,Man.IIのドローノフ1これらのストップでMan.IIのホ
・
イスをオン・オフ

できます。

6.足鍵盤のドローノフ1ここには残りの足鍵盤のホ
・
イスとカプラーが

あります。

o口/P]:Man.Iのホ
・
イスを足鍵盤で演奏できます。

o B1/P□:Man.Hのホ
・
イスを足鍵盤で演奏できます。

”

５
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2.2中央ハ
°
和レ

1.ETREMULAN刊部:ここには両手鍵盤のトレモロがあります。

2.オーケストラ部:ここにはオルがンのオーケストラホ
・
イスがあります。

オーケストラ部はフ
°
レスティッシの重要な要素です。

o[PEDAL ORCHESTR用 :足鍵盤用のオーケストラポイスです。

o EMAN.1 0RCHESTR州 :Man.I用 のオーケストラホ
・
イスです。

o[MAN.II ORCHESTRAl:Man.I用 のオーケストラホ
・
イスです。

初期設定以外のホ
・
イスを選んだり、′ヽ

°
ラメーターを変更する場合は、アト

・
′ヽ
・
ンスト・マニュアルをご参照

ください。

3.[CRESCENDO]LEDハ
・―:クレッシェント

・
へ
°
ダJレの段階を表 示するLEDで す。

4.[MAN.I]LEDハ
・―:MAN.Iの エクスプレッション・へ

°
ダJレの段階を表示するLEDで す。

5.[K.INV]LED:キ ーホ
・―卜

・
インウ

・
アープョンの状態を表示するLEDで す。

この機能がオンになると、Man.1とMan.IIが逆転します。

6.[M.BAN配 セレクター:8つのメモリーハ
・
ンクにはシ

・
ェネラJレメモリーと専用メモリーを保存できます。

トータル:48メモリー

この機能は複数のオJレがニストが1台のオルがンを使用する場合に便利です。

個々のカレがニストがそれぞれのレシ
・
ストレーションをメモリーできます。

7.ETRANSPOSE可 セレクター:+5～-6半音の範囲ででチューニンク
・
を変えられます。

４



2.3押しホ
・
タンα)コントロール

1.[S]ホ
・
タン:メモリー保存用のセットホ

・
タンです。メモリーを保存するには、まずSホ

・
タンを押し、押したまま

保存するメモリードタンを押します。

2.メモリース
・
:ここにはプェネラJ♭。メモリーがあります。

メモリ…には[H円というホ
・
タンがあります。このホ

・
タンを押すと、メモリーホ

・
タンを押す前の、

手動で設定したレシ
・
ストレーションに戻ります。

メモリーに保存できるのは次のものです。
一ホ

・
イス(オーケストラホ

・
イス含む)

―カフ
°
ラー

ートレミュラント(スピード及び深さ含む)
―MIDIコントロール、フ

°
ロク

・
ラム・チェンシ

・

―エンクロース
・
卜
・
、オートマティック・へ

°
夕
・
,レ

3.[ENC]ホ
・
タン:このホ

・
タンを押 す と、Man.Hのへ

°
ダJレでオJレがン全 体 のホ

・
リュームをコントローJレできます。

4.EA.P.]ホ
・
タン:このホ

・
タンを押すと、Man.Iの最低音32音で、足鍵盤のホ

・
イスを演奏できます。

このとき、音は低音を優先して、単音となります。また足鍵盤からは音が出なくなります。

5.ETEホ
・
タン:このホ

・
タンを押すと、 トゥッティになります。

トゥッティは変更できます。ホ
・
イスとカプラーを選び、Sを押しながらTを押してください。

(Tホ
・
タンの代わりにTUl阿Iトウ・ビストンを押してもよいです。)

6.[C]ホ
・
タン:これはキャンセルホ

◆
タンで、ホ

・
イスやカフ

°
ラーをキャンセルし、HRホ

°
シ
・
ションに戻します。

7.フロッと
°―予

・
ィスクドライフ

・
:1.44Mb 3.5″フロッヒ

°―何E,羽                        
=

５
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2.4足鍵盤のコントロー,レ

甲

亜

甲

亜
酢

 可
“畷鯵膠藍麓種

1.メモリー・ピストン:メモリーを作動させるピストンです。                   ,

2 . [ C R E S C E N D Oい
°
ダ,レ:このへ

°
ダJレを踏 み 込 む と、あらか じめ 設 定 した順 にホ

・
イスが増 えて

行きます。クレッシェント
・
の段階はLEDで表示されます。

クレッシェント
・
は変更できます。まず段階を選び、必要なホ

・
イスとカフ

°
ラーをオンにします。次にSホ

・
タン

を押したまま、シ■ネラJレ・メモリーのHRを押します。

3.[Man.IEへ
°
ダJ比このへ°ダルでMan.Hのホ

・
リューム・コントロー,レができます。

4.[MIDI SUSTAIN]ヒ
°
ストン: オーケストラ・ホ

・
イスのサステインと、CC64で MIDIアウトヘの送信t機能を

もっています。

5.ETU‐l~「Eビストン:トウッティを作動するピストンです。

６
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2.5鍵盤棚下の接続端子

1.ヘッドフォンツケット:ヘッドフォンの接続端子です。(フォン・プャック)ヘッドフォンをつなぐと、カレがンの音が
出なくなります。

注意:ヘット
・
フォンの音を最適にするために、16Ωのヘット

・
フォンを推奨します。

2.MIDIツケットMIDIインターフェースを持つ楽器の接続に使用する、5ピンのDiNプラク
・
用のソケットです。

INは 他のMIDIソースから送られた信号を受け、OUTは プレスティッシ
・
100から発信した信号を送り出し、

THRUは INに受けた信号を正確に送り出すための端子です。

0斎 転 博旧Bこ 石

3.口NPU羽 ッケット 他の楽器で演奏したものを、オJレがンのアンプで音を出すための端子です。
(ヒ
°
ン・プャック)音源がモノの場合はL(MONO)へつないでください。

4.EOUTPU刊 ッケット:アンプを通さない信号を送り出す端子で、アンプ付スヒ
°―力=や録音システムヘ

接続するためのものです。

信号がモノの場合はL(MONO)へつないでください。

=:=::解 :::=:‖l

KeybOaRす,Synth,organ・etc.

７

Master keyboard・keyboardl
M!Dl打le playera etc.

Analog recOrding system,

Powered boxes‐amp!iR3,etC.



翠

2.6リア・ハ
・
和レの接続

嬰   
広l穏揮α〉報封環はサービスマンカ営仔なってr‐下さし

|。

1.[EXT.+12VDC]:[OUTPU司へ接続したスピーカーにDC12Vを 送るための端子です。

外部スピーカーホ
・
ックスは左サイト

・
ハ
°
ネルの[EXT,SP畑スイッチでオン・オフできます。

2 . [ O U T P U司 部 :ここには4個 のライン・アウトが あります。

コントロール・ユニットを使うと、オー予
・
ィオ・アウトプットのハ

°
ラメーターを変更することができます。(ホ

・
リューム、テ

・
ィレー、

イコライサ
・―等)このようにして、実際のオ,レがンのウイント

・・チェストの音響にちかずけることができます。
これらの機能はEXTERNAL OUTPUTS CONTROLや EXTERNAL VOICES ROUTERと口平ばれ,ます。
詳細はアト

'ハ・
ンスト・マニュアルをご参照ください。

:

:実際のハ
°
イプの音響に似せるためには、スピーカーをアウトフ

°
ットサンハ

・―に従つて配置する必要

づ窪材三塁 酪 当音鼎 続 綴 き〒 添招 湿 認 雅 雫
します。ノ

イ

:手鍵盤、足鍵盤、オーケストラ・ホ
・
イスのホ

・
リューム・コントロー,レは、鍵盤棚下のひき出しの中にある

セントラル・コントロール・ユニットとエクスプレッションヘ
°
夕
・
ルで行います。これらはリアハ

°
ネルの[OUTPU刊

への信号にも影響します。影響しないのは[GENERA岨のトリマーだけです。

3.[INPU司部:ここには外部機器のアウトフ
・
ット信号を受けて、オルがンのアンプで音を出すための

インフ
°
ット端子があります。接続は次に通りです:

o[Lt(R)]、[可:ステレオのインフ
°
ット端子です。モノの場合は[Lt(R河だけを使つてください。

o[MIC]:マ イクロフォンの接続端子です。

o[GAIN].:MICインフ
°
ットに接続された信号を調整するトリマーです。

８



リア・ハ
・
ネルのアウトフ

・
ット拒覇売4列

Powered boxes

Microphone

瑠
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2.フリモートコントロール(オフ
°
ション)

プレスティップ50にはリモコンがついています。

リモコンでは、カレがンの全体ホ
・
リュームや、

メわウーケンサーをコントロールできます。

1.[START― STOP]:ス タート、ストップ、鏡商彗、

プレイハ
・
ックに使います。

2 . [ P A U S E ] :フ
°
レイハ

・
ックの 途 中 で 、

一
時 的 に

シ=ケンサーを止めるホ
・
タンです。

3.EAuTO PLAY SONG]:こ れらの6個のホ
・
タンは、

フロッヒ
°中に保存した、最初の6曲を

[START―STOP]を 使わずにプレイ′ヽ
・
ックします。

4.[SONG]:フロッピー・予
・
ィスクにある曲を選ぶホ

・
タンです。

5.EVOLUME]:オ 'レガンのシ
・
ェネラJ♭・ポリュームを

コン陣―Jレするホ
・
タンです。

注意:

START―STOPスイッチのLEDは リモコンのテ
'―
夕送信を示しています。それが点滅する

場合はリモコンの電池を交換してください。

電池の交換

リモコンの裏側のネシ
・
をはずして、フ

°
ラスチック・カハとを開きます。極性を確認して電池を交換して下さい。

注意i CR1220 3Vリチウム・ハ
・
ッテリーをご使用下さい。

cover's lock screw

3V lihi阻

battery

3V litliun

battery

positlve lx)le(+)お OVe,

negative pole(=)be10w

viscount

日 日 日

日

Ｏ



3.セントラルコントロールユニット

鍵盤棚下のひき出しの中に、セントラル・コントローJレ・ユニットがあります。
このクイックカ

・
イドでは、基本的な部分の記述をします。詳細な機能やハ

・
ラメーターについてはアト

・
ハ
'ン
スト

マニュアJレをご参照下さい。

1.予
・
ィスプレイ:2行40文字の予

・
ィスフ

°
レイにオルがンの諸機能に関する画面を表示します。

2.メニュー選択ホ
'タ
ン:これら4個のホ

・
タンでメイン・メニューを選びます。

o EVOICES]:オルがン・ホ
・
イスに関するホ

・
タンです。

o ESE千‐U可:オルがンの全体設定を行うホ
・
タンです。

o[MIDI&UTIL肝 Ⅶ:MIDIインターフェースの設定と、リアーハ
ロ
ホルの接続を設定します。

o EDIS配:フロッピー・テ
'ィ
スクとそこに保存されたファイ,レに関する機能です。

3.MIDI TO部 :各手鍵盤と足鍵盤のA.Bチャン和レのMIDIノートの送信をアクティプにする

ホ
・
タンがあります。各ホ

・
タンのLEDは関連するMIDIチャンネJレの送信状態を示しています。

o LED oniノートコート
・
の送信が可能な状態。

o LED o住ノートコードの送信停止状態`

詳しいMIDIイカーフェースの可能性については、アト
・
テヽ
・
ンスト・マニュアルをご覧下さい。

〇 〇
〇

叫キも
も

m'も

も
'こ
池

鶴む亘
蜘〈〔中〕】中

蜘◎的○印○ 中◎車◎甲◎



4,VOLUMES部 :オ,レがン各部の音量を調整するものです。

o[PEDA‖  足鍵盤のホ
や
リュームコントロール。

o[MAN.□: 第1手鍵盤のホ
・
リューム・コントローJレ。

o[MAN.IE: 第2手鍵盤のホ
・
リューム・コントロー,レ。

o[ORCH]:  オーケストラホ
・
イスのホ

・
リューム・コントロール。

o[REVERB]: リハ
・―フ

・
エフエクトのレヘ

・
ル調整。

o [ G E N E R A 岨 :  オ, レがンの 全体 ドリューム・コントロール。

5.シーケンサー:プレスティップlooに内蔵されたマJレチ・トラック・シrケンサーの操作ホ
・
タンがあります。

詳しい説明は、アト
・
ハ
・
ンスト・マニュアJレをご覧下さい

o[PLAⅦ :  レコー予
・
ィンク

・
したMIDIシーケンスのプレイ′ヽ

・
ックに使います。

o[RECORD]:  MIDIシーケンスのレコーテ
・
ィンク

・
に使 います。

o E M E T R O N O M E ] :  このホ
・
タンを短く押すとメトロノームが起 動 します。

・
 長押しすると、メトロノームのセッティンク

・
へ
°―プが出ます。

o[START― STOP]: MIDIシーケンスのレコー予
・
ィンク

・
やフ

°
レイハ

・
ックのスタート/ストッフ

°
に使います。

6.テ
・
ィスプレイ・ファンクションコンM―ルホ

・
タン:これらのホ

・
タンで、カーソJレ移動、数値設定、へ

°―プの選択、

コンピューターメッセーシ
・
の確認や拒否を行います。

o EVALU回 : ハ
°
ラメーターの設定に使うエンコーダー。

Oカーツル 画面のへ
°―プの中でのカーツJレ移動に使います。

▲、▼にはLEDが 付いていて、点灯時は、次へ
°―プ、前へ

°―プに関連する説明がある

事を示しています。ホ
・
タンを押して、要求されたへ

°―シ
・
を見て下さい。

o[ENTE可 :機 能の内容を表示したり、 テ
・
ィスプレイ上のメッセーシ

・
の確認に使います。

o[EXI司: 現在のへ
°―プから出たり、 ディスフ

°
レイ上のメッセーシ

・
の拒否に使います。

楽器の電源をオンにすると、予
・
ィスプレイは次のようになります。

ENSEMBLE:2    TEMPERAMENT:Equal

TUNING:0

ここには下記のハ
°
ラメーターがあります。

o ENSEMBLE: 経年変化による、各ハ
°
イプ間の整音の微妙な狂いを、8つのレヘ

・
ルでシミュレート

できます。数値は一(完全に調律されている)から8(整音の最大の狂い)

迄になつています。
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o  T E M P E R A M E N T :  ここではいろいろな時代と国々の歴史的テンヘ
°
ラメントを選ぶことが

できます。MEANTONE,OHAUMONT,WERCKMEISTER,         ,

KIRN口 ERGER,PYTHAGOREAN,VALLOTTI,KELLNERが

入つています。

MEANTONE:8個 の僻 な長3産E(Eb―G/日b―D/F―A/C―E/G―日/D―F幹/A―C帯/E―G辞)

使 用 できない長 3度 (減4度 )(B―D帯/畔 ―A辞/C帯―E帯/Ab―C)

ウルフの5度:G諄―Eb、不規則な半音階。

ミーントーンで使用できる調i CiD,G,A,日bとそれぞれの平行短調。

以下はすべての調を使えるように工夫したものですが、それぞれの響に特徴があります。

WERCKMEISTER:オ ルがニスト、楽理学者のアント
・
レアス・ウ

・
ェJレクマイスターの考案になるもので

1600年代後半の卜
・
イツ音楽に向きます。

KELLNER:HerberL Anton Kdher.1938年 フ
°
ラハ生 まれ 。ウイーン大 学 で物理 学、

数学、天文学を学ぶ。ハ
・
ッハの「平均率クラウ

・
ィア曲集」の研究により、

新しいテンヘ
・
ラルトを確立。18Cのドイツ音楽、特にハ

・
ッハに向く。

CHAUMONT:6つ の純正な長3度からできています。D―F幹/E―G帯/F―A/G―B/A-0#/

C―Eにれはややせまい)。

17C終りから18世紀初頭のフランス音楽に使われます。    
ア

PYTHAGOREAN:純 正5度を保持したもので、中世から15世紀の音楽に向きます。

VALLOTTl Vallottiのテンヘ
°
ラルトは後にイギリスのトマス・ヤンク

・
に採用されました。18世紀の

イタリア音楽と、イキ
・
リス音楽に向きます。

KELLNER:ヘルヘ
・
ルト・アントン・ケルナー。1938年プラハ生まれ。ハ

・
ッハの平均律クラウ

・
イア曲集の

研究により、1975年に独自のテンヘ
°
ラルトを考案。18世紀の卜

・
ィッ音楽、

特に′ヽ
や
ッハの音楽に向きます。
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4.オ,レカ
・
ンシ

・
ェネラJレセッティンク

・

中央ハ
°
ネ,レの[SET―UP]ホ

・
タンを押すと、オJレがンのプェネラル・セッティンク

・
ができます。

画面は次のようになります。

ETREMULANI] [REVERB] [KEYBOARDS SETTIN倒

[INTERNAL EQUALIZE刺

AFCリハ
・―プの あるオルがンでは SET―UPメニューは 2へ

°―シ
・
になります。

ETREMULANT] [REVERB] [KEYBOARDS SETTING]

[lNT.EQUALIZE刺

EAFC EFFECT CALIBRAT10N刊

o TREMULANT: 各鍵盤のトレミュラントの設定を行う機能です。

o REVERB  :リハ
・―フ

・
の種類を選べます。AFC付 オJレがンでは、オ,レがンのリハ

・―プと

AFCの り′ヽ
・―フ

・
のハ

・
ランスを調整できます。

o KEYBOARDS SETING:手 鍵盤と足鍵盤のハ
°
ラメーターの調整を行う機能です。

o INTERNAL EQUALIZER:オ ルがン内蔵のイコライサとの調整機能です。

o AFC EFFECT CALIBRAT10N:AFCリ ハ
・―プの自動設定機能です。

注意:
INTERNAL EQUALIZER,AFC CALIBRAT10Nは アト

・
A・ンスト・マニュアル

に説明があります。

各機能を変更する場合は、関連するフィーJレト
・
にカーッJレをあて、ENTERを押します。メイン・メニュー

ヘ戻るには、[EXI刊か[SET―UP]を押します。

また、他のメニューホ
・
タンを押せば、その機能ヘタ

・
イレ外に入ることもできます。

４



4.1トレミュラントの設定

各手鍵盤のトレミュラントの深さとスヒ
°―ドの設定ができます。

[SET―UP]たューからトレミュラントのフィールドを選ぶと、テ
・
ィスプレーは下記のようになります。

TREMULANT:  Manual.I   Manual口H

Depth/Speed  16/16      16/16

各手鍵盤のトレミュラントの深さとスヒ
°
キ

・
が下段に表示されます。

/の 左側が深き、右側がスピードの表示です。それらの数値を変えるには、カーッルをその数値に

あて、エンコータ
や―を回します。

必要な変更が終わったら、[ESC]キーを押してSET―UPメニューに戻り、新しい設定を保存します。

4.2リハとフ
・
の型を選ぶ                  ふ

ここではリハ
・―フ

・
の8つのタイフ

・
を選ぶ事ができます。これらのリハ

・―フ
・
はいろいろな環境に置かれた

オJレがンの響をシミュレートするものです。

中央ハ
°
約レのリハ

・―フ
・
つまみでリハ

・―フ
・
ウヘ・ルを調整できます。

リハ
・―フ

・
タイフ

°
を選 ぶ には、[SET― UP]メニューか らREVERBフ ィァルト

・
に入 り、ENTERを 押 します。

子
・
ィスプレイの表示は次のようになります。

エンコータ
・―を回してお好みのリハ

・―プ・タイフ
°
を選び、ENTERを押します。

変更を保存したり、[SET―UP]メニューに戻るときは、[ESC]キーを押して下さい。

注意:

オルがン内蔵のリハ
・―フ

'は
、オーケストラ・ホ

・
イスにも有効です。また、リア・ハ

°
ネルの[INPU司端子

から入る信号にも有効です。
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■

AFCリ ハ
・―フ

・
付オルカ

・
ン

ヤマハが開発したAFC(Active ttdd ControDモシ
・
ューJレは革新的なり′ヽ

・―フ
・
システムで、最新の電子音響

技術を駆使して、音の強さ、広がり、音の反響等、リハ
・―フをより自然なものとしています。

リハ
・―フ

'を
発生させるときに、AFCが 、オJレがンを設置した部屋の音響反射をコン脚―ルして、その部屋の

音響特性をきわだたせることになります。

大きな部屋に設置された場合は、 普通のリハ
・―プが生む不自然さを避け、小さな部屋に設置され

た場合は、逆に大コンサートホールの音響を得ることができます。

AFC付 のオJレがンでは、通常のリハ
・―フ

・
タイプとAFCリハ

・―プのハ
・
ランスを調整することができます。

画面表示は次のようになります。

REVERBERAT10Ni  typei Cathedral

Norma1/AFC   Balance:40/60    AF0 0N

上記表示の上段は2つのリハ
・―フ

・
のハ

・
ランスを示し、下段は現在のAFCの状態を示しています。

一 AF0 0 N :  A F Cシ ステムが ONに な っ て い ま す 。

―AFC BUSY:AFCシ ステムがデータ処理中です。 リハ
・―フ

・
は働きません。AF0 0Nに なる

まで、お待ち下さい。
一AFC OFF: AFCシステムがOFFに なっています。

必要な変更が終わつたら、EESC]キーを押してSET―UPメニュニに戻り、新しい設定を保存します。

AFCを100にして、リハ
'―
プBホ・ry―ムを大きくかけると、ハウリンクを起こします。リハ

・―プ・

ホ
・
リュームを調整して、ご使用下さい。

4.3手鍵盤のシ
・
ェネラルセッティング

鍵盤の設定機能には手鍵盤と足鍵盤の4つのメイン・ハ
°
ラメターがあります。

[ S E T―U可 メニューか らK E Y B O A R D  S日阿 I N Gの フィ
ー,レドに入 ると、最 初 の画 面 は

RANKS DISTANCE(ア ドハ
・
ンストマニュアルに詳 述 )°です 。

そこでカーソJレホ
・
タン▼ を押 して、KEYBOARDS INVERS10Nの ハ

°
ラメ

ーターに入 ります。

KEYBOARDS INVERSION: disable
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KEYBOARD INVERS10Nの 機 能 を使 うと、MAN.IとMAN.IIが入れ 変 わ ります。

エンコータ
・―を回すと、dにablo(オフ)、enable(オン)が切り替わります。

設定のしかたは下記の通りです。カーツルを予
・
ィスフ

°
レーの最初にあて、エンコーダーを回すと、

enabばオン)とdisabに(オフ)を変更することができます。

この設定状態は中央ハ
°
和レのLED([K..INⅦ)でも確認できます。

さらにカーッルホ
・
タン▼ を押す と、最 後 の鍵 盤 設 定である、E N C L O S E Dと A U T O M A T I C  P E D A L、

また、トレミュラントの深さとスピードの設定へ進みます。

ENCLOSED,AUTOMATICPEDAL AND TREMULANT

DEPTH AND SPEED STORED IN MEMORIES:NO

エンコータ
・―でYESを選ぶと、それらをメモリーできます。止める場合はNOを選びます。

注意:
エンクロース

・
ドとオートマティック・へ

°
ダJレをアクティプにした場合、キャンセJレホ

・
タンを押しても、これらは

キヤンセルされません。
‐

必要な変更が終わつたら、EESC]キーを押してSET―UPメニューに戻り、新しい設定を保存します。
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5.レコー予
・
ィンク

・
とフ

°
レイ′ヽ

・
ック

プレスティッシ
・
50は録音、フロッピーテ

・
ィスクヘの保存、フ

°
レイハ

・
ック機能を持つたシーケンサーを内蔵しています。

ここでは録音機能の基本的なことを説明します。詳細はアト
・
ハ
・
ンスト・マニュア,レをご覧下さい。

5.1演 奏した曲を録音する。

レコーテ
・
ィンク

・・モードに入るには、まずフロッピー・ディスクを差し込んでから、[RECORD]ホ
・
タンを押します。

ディスクの読込みが始まると、下記の表示になります。

ネ*ネ Reading disk contents黎 ネ*

Please wait

表示は次のように変わります。

RECORD:NEWSONG Tempo:120  Measi  l
Pedi REC Man.1:REC  Man.II:REC CommOn:REC

次に、ホ
・
イスと他のコントローJレをONに して、ESTART―STOP]を押します。

シーケンサーがスタートします。(予備小節(3小節目で弾き始めるとか)をメトロノームで設定できます。)

[START―STOP]ホ
・
タンのLEDが設定したテンホ

°
と拍子にあわせて点減します。

レコーテ
・
ィンク

・
を終 了す るには、もう

一
度 [START― STOP]ホ

・
タンを押 します。

画面にはレコー予
・
ィンク

・
したシーケンス(曲)をセーフ

・
する表示が出ます。またそこに表示された

.MIDファイJレ名がフロッピーに書き込まれます。

SEQUENCER SAVE:

SONG:SESS10N l.MID ― Press ENTER to start

カーソルホ
・
タンでカーソJレを移動し、エンコータ

・―で文字を選びますと

[ENTE刺を押せばレコー予
・
ィンク

・
された曲が保存され、EEXI刊を押せば保存の操作を解除

します。

さらにEEXI司を押せば、メインヘ
°―シ

・
へ戻ります。           

｀

注意:

すでに保存してある曲を消さないために、すでに保存してある曲と同じ名前を入力
しないように注意して下さい。同じ名前をセーフ

・
すると、もとものが上書きされます。
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5.2レコーテ
・
ィングした曲をプレイハ

・
ックする。

レコーテ
・
ィンク

・
した曲をプレイ′ヽ

・
ックするには、フロッヒ

°―を差しこみ、[PLAⅦを押します。

フロッピーの読込みが始まります。

井ネキReading disk contentsネ 半ネ

Please wait

予
・
ィスクに保存されているすべてのトラック(口MIDファイJレ)が表示されます。

ERICSONG.MID SESSIONl.MID RECORD_1.MID

RE00RD 2.MID RECORD 3.MID

カーツサレキーでフ
°
レイハ

・
ックしたい出を選び、[ENTE配を押します。

画面は次のようになります。

PLAY:SESS10N l  TempO:120   Meas:  1

P e d :―‐一 M a n . l P L Y  M a n . I I : P L Y  O o m m o n i P L Y

[START― STO可 ホ
・
タンを押 す と、プレイハ

・
ックが 始 まります。

フ
°
レイハ

'ッ
ク中にホ

や
イスを変えたり、シーケンサーと一緒に演奏することも可能です。

プレイハ
・
ック中に[PLAⅦを押すとホ

°―ス
・
がかかります。

PLAY:SESSION l  TempO:120   Meas:  12

Ped:PSE Man.l PSE  Man.II:PSE Common:PSE

もういちど[PLAY]を押すとホ
°―ス

・
が解除されます。

フ
°
レイハ

・
ックを止めるには再び[START―STOP]ホ

・
タンを押します。

[EXI司か [PLAⅦ を押 せ ばメイン・メニューヘもどります。
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6.ホ
・
イス回―カル・オフ

オJレガンからは音を出さすに、接続した楽器にMIDI信号を送つて(System Exdus持e)音を出す使い方を
回―加レロオフといいます。
日―力Jレ・オフにするには、[S]ホ

・
タンと[C]ホ

・
タンを同時に押します。すべてのストップがオンになり、

画面は次のようになります。

LOCAL  ON/OFF STOPS SETTING
キ十ネネ*キネ*ネネ*辛辛ネキキ辛ネネネ*ネ**ネ ネー ネ*辛*辛**ネ *井*ネキ*ネネ*ネ井率ネ*

ローカJレオフモードにするには、日―加レオフにしたいストップを押してそのストップのランプを消します。
設定が終わつたら、もういちど[S]ホ

・
タンと[C]ホ

・
タンを同時に押して、設定を保存します。

ランプ点灯:回―力Jレオンモード

ランプ消rxT: ローカルオフモード

通常の操作で、日―加レオフがアクティフ
・
になっている場合、ストップが2回点減してから点灯します。

7.ファクトリーセッ予ィンク
・

ファクトリーセッティンク
・
を行うと、ユーサ

・―が行つた変更がキャンセルされ、すべての設定が
工場出荷時の状態にもどります。
カーツJレ▲ と▼を同時に押したまま、電源をオンにします。下記の画面が現れます。

Factory Setting in Progress
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Viscount Prestige

Ciassic Organ

Version:1.0

Datei 1 9707/05

BASiC     Defau性

CHANNEL  Changed

1+15

4+15

1÷15

1+4 5

MODE    Default

Messages

ARered

Mode 3 Mode 3

NOTE

NUMBER   True Voice

30キ101

36÷96

30+401

30■101

VELOCITY  Note ON

Note OFF

Ｏ

Ｘ

Ｏ

Ｘ

AFTER     Key's

TOUCH    ch's

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

PITCH BENDER ０ Ｏ ２

CONTROL          7

CHANGE         
・
11

64

120

121

123

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

０

０

０

０

０

０

Volume

ExpressiOn

Sustain

Ali sound ofF

Reset Ali Controllers

AH Notes Off

PROGRAM

CHANGE   True諄

Ｏ Ｘ

SYSTEM EXCLUSiVE ０ Ｏ

SYSTEM    Song Pos

COMMON  Song Sel

Tune

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

SYSTEM    Clock

REAL TlME Commands

０

０

Ｏ

Ｏ

３

AUX      Loca1 0n口O荷

MESSAGES A‖notes o汗

Acttve Sense

Reset

Ｘ

０

０

Ｘ

Ｘ

Ｏ

Ｘ

Ｘ

NOTES:    Ⅲli see par.6.3 for furtherinformations
i2:received 

Pitch Bend code is app‖ed to the Orchestra voices only
オ3:these rnessages are used to controlthe sequencer

Mode l:Omni On,

Mode 3:Omni OfF,

Mode 2i Omni On,Mono

Mode 4i Ornni Of,Mono

Poly

Poly



NOTE:This equipment has been tested and found lo comply with the‖mits for a Ciass B

digital Device,persuantto Part 15 ifthe FCC Rules.These lirnits are designed io provide
reasonable proteclion against harrnfulinterference in a residenむalinstallation.This equipment

generatesJ uses and can radiate radio frequency energy and, if not installed and used in

accordance with the instruction, rnay cause harrnful interFerence to radio comunications.

HoweveL there is no guarantee thatthe interference wiH not occurin a particularinstallation.if
廿lis equipment does cause harrnfulinterference to radio or tetevision receplion,which can be

deterrninated by turning the equipmeni ofF and on,the useris encuraged io try to correctthe

interference by one or more ofthe fo‖owing measuresi

―   Reorient or retocate the receiving antenna.
‐   increase the separatton between the equipment and receive■
‐   Connectthe equipmentinto an outlet on a circuit ditterenifrom thatio which the receiver

is connected.
―   Consultthe dealer or an experienced Radio/Tv technician for help.

The useris cauttoned that any changes or rnodittcation not expressly approved by the party
responsable fb「comptiance could void the user's authority opearate the equipment.
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